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I~I 立活動の時間の指導の実践事例一一一..........一村主 光子・松本美穂子一...84 
I. 動作法を活用した自立活動の指導の実践V
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表2 生徒Aの指導の経過
学習目標 主な学習内容 自立活動の授業の様子そコ学校・家庭での様子




ゼーションや正しい動 1 .J支や腰まわりのリラク 1J要まわりのりラクセーションや側臥位で肩や背中のリラクゼーショ

















1:コI1学期 I1学期 I1学期:授業の最初にあぐら座で「あ~先週より左のJl支がかたい!J 
2 1・自分の疲れや姿勢にトあぐら j主位で自分の姿;とあぐら!亙でどの部分がどうなのかを普段 (1週間前や良い状態の
ついて比較しながら呉 l勢の状態に気づく。 111寺)と比べて自己評価できるようになった。「今日はj肢がきついので、
体的な変化に気づき、 I .自分の身体の状態にあ IJ支まわりを緩めてからあぐらになるj とその日の状態に合った身体
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紀要，第44巻. 52 5. 
2 )宮崎Ilij・1，:1.坂方志寸寸i王!茂(1998)動作訓練入門，
養護学校現場でどう生かすか. Iヨ本肢体不自由児協会.



























導ー 0あいさつ(全員) -あぐら座で 1学期と比較しながら今日の姿勢について|
0今 nの姿勢に気づく。 伝えられる。
人 o I~! 立活動の宿泊Aの確認、
司ー----恒由冒--田ー幽白』司曹司ー骨量ー巴ー四咽-ーー---ー骨圃ーー--ー『百世田由巳ー-ー一『ー由時ー』ーー司干世-唱曲世------ー時四骨量由白血 戸'ー-帯四ー-“】-ー戸時四日目出品目--串E世田由昌也ー四台甲田ー四ー由時同-四回世田』ー世』早田ーーー--田】四回目--申再幅四】ー岨ー-_-圃幅四ー』ー--ー-
10 0体制や姿勢の1i'{i1認(個別) -あくら gÎ~ で脱った感じゃ11要や肢の状態を呉体的に伝え
ノJ O~学習内容の臨認と{彦 lE られる













. {flr:州立で))売をゆっくり jE1:コ背に沿って上げていき肩の力を5) 、
J友く。
-夏休みの宿題の確認をする








0精子 j主位でJI1~J でしっかり踏みしめ、一|二体を保持する綜習 . ;E裏全体で、踏みしめる力を入れられる
し¥






































れで行われる。このような，計画 (Plan) 一実践 (Do)

























































































函 1 生徒Aの実態把握図(中学部2年 1学期作成)
( 2 )指導の経過と評価 (Do-Check)[中学2年 1"-'3
学期}
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( 1 )対象 (8さん)
・仁|寸~部 3 年生 参加 1}I~M3から約半年継続している。本














































・本人のチェックポイント (2 こ ~4 こ)
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